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２００９年3月期（2008年度）
決算説明会資料

東京証券取引所 市場第一部

証券コード 6926

2009年6月2日（火）
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〔Ⅰ〕 ２００９年3月期
（2008年度）決算説明
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業績（連結）

2009年3月期 業績

（単位：百万円、％）
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7,310ノイズ

13,368売上高

12,726受注高

09/3期
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業績（連結）
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売上高推移
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ノイズ対策市場の現状

ノイズ

対策

家電製品
・テレビ ・エアコン

・空気清浄機

・冷蔵庫 ・給湯器

・洗濯機 ・IH調理器 等

産業機器
・工作機器 ・半導体装置

・ロボット ・医療機器 等

事務機
・電話 ・ファクシミリ

・パソコン ・複合複写機

・プロジェクター

・デジタルカメラ 等

電力・車両関連
・自動車 ・電車

・Ｅｃｏ発電 等

40%→45%

30%

30%→25％
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サージ対策市場の現状

建物

・建築物全体（幹線/分岐回路）
・保護キュービクル

・電灯分電盤 動力制御盤

家電製品

・PDP-TV,LCD-TV，HDレコーダ
・エアコン ・冷蔵庫

・給湯器 ・洗濯機

・ＩＨ調理器 等

通信関連

・携帯電話基地局

・モデム ・スプリッター

・セキュリティ装置

・カーナビ ・電話交換機・PBX

事務機

・電話 ・ファクシミリ

・パソコン

・複合複写機

・プロジェクター等

産業機器

・工作機器、インバータ電源

・半導体製造装置

・ロボット ・医療機器等
25%→20％

25%→20％

30％→40%

20%

サージ

対策
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企業を

ガード

ノイズ関連

(81.6%)

サージ関連

(80.4%)

表示関連

(88.5%)

54.7%

17.8%

2.9%

事業別売上高

(  )内前年比

24.6%

センサー関連

(114.7%)

（売上高構成比 09/3期）
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地域別売上高

（売上高構成比 09/3期）

アジア
36.9%

(81.4%)

(86.1%)
(83.0%)

USA･EU
13.1%
(96.4%)

( )内前年比

日 本
50.0%

海 外
50.0%



11

販売・生産活動販売・生産活動販売・生産活動

１．受注動向１．受注動向

・国内・国内 ―― ４～１０月は前年比△１３％、１１～１２月は△４０％、４～１０月は前年比△１３％、１１～１２月は△４０％、

１～３月は△４７％１～３月は△４７％

（ＯＫＡＹＡの強い工作機・半導体装置業界の大幅減（ＯＫＡＹＡの強い工作機・半導体装置業界の大幅減 （前年比△８５％（前年比△８５％ ））））

・海外・海外 ―― ・・ アジアアジア ・・・・・・ １１月まで絶好調１１月まで絶好調 １２～３月は△５０％１２～３月は△５０％

（主としてＵＳＡ・ＥＵ向事務機・家電・通信機器輸出がストップ＋在庫調整）（主としてＵＳＡ・ＥＵ向事務機・家電・通信機器輸出がストップ＋在庫調整）

・・ ＵＳＡＵＳＡ ・・・・・・・・ 医療機器及び車輌用表示器は、好調に推移医療機器及び車輌用表示器は、好調に推移

２．生産状況２．生産状況

・・ 国内国内 ―― 受注減に伴い、国内工場は、１１月よりレイオフ実施受注減に伴い、国内工場は、１１月よりレイオフ実施

・・ 海外海外 ―― 中国工場中国工場 ･･････ １１月まで納期遅れ多発１１月まで納期遅れ多発

２４Ｈｒ２４Ｈｒ//日、２９日日、２９日//月稼動月稼動 →→ 高い残業・休日出勤手当支給高い残業・休日出勤手当支給

スリランカ工場スリランカ工場 ・・・・・・ ９月より稼動→３月にコンデンサ５００万個／月体制９月より稼動→３月にコンデンサ５００万個／月体制

３．材料状況３．材料状況 ―― 原油・非鉄金属等の価格は、下落傾向に入ったが、原油・非鉄金属等の価格は、下落傾向に入ったが、

ＯＫＡＹＡの購入する材料ベースでは、１２月頃から下りはじめた。ＯＫＡＹＡの購入する材料ベースでは、１２月頃から下りはじめた。
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2009年3月期 業績
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900

32

1,458

△134

10.0
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16,274

08/3期
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△19.6△5792,377サージ
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△69.8

△4.6
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△29.8
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3.6営業利益率

2,403販売費及び一般管理費

2,884売上総利益

7,310ノイズ

13,368売上高

12,726受注高

09/3期

（単位：百万円、％）業績（連結）
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•利益（原価）の分析グラフ

2008年度
営業利益

480

その他

改善活動

労務費
上昇

売上減および

品種構成変化

材料
改善

材料費
高騰

2007年度
営業利益

360

△1,300

470

△300

1,592

（単位：百万円）

労務費
改善

50
△300

△400

△100

減価償却費
増
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業績（連結）

2009年3月期 業績
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有価証券

評価損

約 ２億円
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2009年3月期 財務状況（連結）
（単位：百万円）

△6097,1747,783純資産（資本）

12,620

888

419

1,308

884

133

1,044

1,467

3,529

2,832

124

174

1,104

162

933

922

3,297

6,255

502

1,325

3,623

913

6,365

08/3期

△7896建設仮勘定

2951,228機械装置・運搬具

△24100無形固定資産

△2516,004固定資産

△1211,187固定負債

△7192,810流動負債

△7459未払法人税等

1291,173短期借入金

△579888支払手形・買掛金

△106313長期借入金

△196688その他

1421,064建物・構築物

0162工具器具・備品

3573,654有形固定資産

△42460その他

△5832,249投資その他の資産

△11,103土地

△1,449

△14

2

△882

△276

△1,198

増減

11,171総資産

874その他

1,327たな卸資産

2,741受取手形・売掛金

637現金預金

5,167流動資産

09/3期

・売上減少による

・自己資本比率が改善
57.7% → 61.7% → 64.2%
(07/3) (08/3)  (09/3)

・たな卸保有月数悪化

１.０ → １.６

・全有価証券の評価減

６.８億円
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配当の推移
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〔Ⅱ〕〔Ⅱ〕 第７次中期経営計画第７次中期経営計画

（（20092009年年44月～月～20122012年年33月月（（33年計画）年計画）））
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連結売上高連結売上高
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人財人財のの弱さ弱さ

「質」・「量」とも「質」・「量」とも 要要 強化強化

【Ⅰ】【Ⅰ】 変化変化へのへの対応力対応力のの弱さ弱さ →→ （リスク管理）（リスク管理）

「予測能力」＋「対応能力」「予測能力」＋「対応能力」

未達要因未達要因

次の成長へ向かう 最大課題次の次の成長成長へ向かうへ向かう 最大課題最大課題
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[[ⅠⅠ]] Customer Customer TrustTrust OKAYAOKAYAの実現の実現

（顧客に（顧客に信頼信頼して頂けるして頂けるOKAYAOKAYA））

「満足」から「感動」そして更に「「満足」から「感動」そして更に「安心安心」へ⇒結果「」へ⇒結果「信頼信頼」獲得へ」獲得へ

「「安心安心」」 ・・ 1010年後も勝ち続ける年後も勝ち続けるOKAYAOKAYA→→「継続」＋「ひと味違う「継続」＋「ひと味違うOKAYAOKAYA」」

・・ 信頼信頼＝変化への対応＝変化への対応（（QCDSQCDSともに安定供給）ともに安定供給）

・緊急対応・緊急対応

＝リスクヘッヂ＝リスクヘッヂ （経済変動対応・クレーム対応・地震・災害対応）（経済変動対応・クレーム対応・地震・災害対応）

・・OKAYAOKAYAはひとつはひとつ

＝世界のどこからも同じ品質の同じサービスの提供＝世界のどこからも同じ品質の同じサービスの提供

↓↓

「「OKAYAOKAYA」」

ブランドのブランドの

信頼性信頼性

道具： ISO9001 ＋ ISO14001道具：道具： ISO9001ISO9001 ＋＋ ISO14001ISO14001

第７次中計第７次中計
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10年後も勝ち続ける力をつくる力をつくる

営業利益率10％を継続する力をつくる力をつくる

第７次中計スローガン第７次中計スローガン第７次中計スローガン

1010SS－－OKAYAOKAYA
SS＝強さ＝強さ（（StrongStrong））
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「「1010SS－－OKAYAOKAYA 」」には、には、「人力強化」「人力強化」がが最大テーマ最大テーマとなるとなる

（１） 現行社員全員の意識改革とレベルアップ（教育政策）

Key WordKey Word：やる気：やる気づづくり＋くり＋鍛える鍛える

＜やる気の無い者をいくら鍛えても効果無し＞＜やる気の無い者をいくら鍛えても効果無し＞

（２） 良質人財の採用（労務政策）

Key WordKey Word：：ハンティングハンティング

＜内部に居るならよし、居ないなら見つけてくる＞＜内部に居るならよし、居ないなら見つけてくる＞

（３） 適正な人財配置と評価制度（人事政策）

Key WordKey Word：：脱「浪花節人事」脱「浪花節人事」

＜年齢でもなく、好き嫌いでもなく、価値の高低＞＜年齢でもなく、好き嫌いでもなく、価値の高低＞

強い人集団強い人集団強い人集団

※
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（１） 連結売上高成長率 ・・・・・・・ 毎年成長し、

再度２００億円をめざす

（２） 実質国内・海外売上比率 ・・ ５０／５０％

（３） 売上／総利益率 ・・・・・・・・・ ２８％以上

（４） 販売・管理費率 ・・・・・・・・・・ １６％以下

（５） 人財強化費率 ・・・・・・・・・・・ ２％

連結営業利益率・・・・・・・・・・・・ １０％

数値目標 ＝ 営業利益率１０％以上数値目標数値目標 ＝＝ 営業利益率１０％以上営業利益率１０％以上

３年後の姿（力）３年後の姿（力）
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１．１． 志志（目標・夢）（目標・夢）を明確に持ってを明確に持って強い信念強い信念で仕事をすれば、で仕事をすれば、

結果結果はついてくる。はついてくる。 （第５次・第６次で実証）（第５次・第６次で実証）

２．２． 20082008年度年度 世界不況に突入世界不況に突入

一度立ち止まって、土台から強化し、一度立ち止まって、土台から強化し、

次の成長に備えるチャンスを頂いた次の成長に備えるチャンスを頂いた

３．３． 体質強化体質強化 →→ 次に向けての次に向けての力力をつけるをつける

４．４． 企業（会社）は企業（会社）は人人なりなりであるである

・・ 人が変われば、会社も変わる人が変われば、会社も変わる

人が成長すれば、会社も成長する人が成長すれば、会社も成長する

・・ 人が変わらなければ会社は下降する人が変わらなければ会社は下降する

まま とと めめ

第７次中計は第７次中計は 「人づくり」「人づくり」 を中心とするを中心とする
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〔Ⅲ〕 ２０１０年3月期
（2009年度）業績見通し
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20020099年度年度のの経済環境経済環境

（１）国内動向（１）国内動向 ･･････ 工作機・半導体装置の業界は、今期の回復は見込めない。工作機・半導体装置の業界は、今期の回復は見込めない。

期待できる業界は「省エネ」に関係する業界。期待できる業界は「省エネ」に関係する業界。

（３）部材（３）部材 ････････････ 「金属材料」「プラスチック材料」いずれも値下がり基調。「金属材料」「プラスチック材料」いずれも値下がり基調。

（４）中国の労務事情（４）中国の労務事情
・・ 中国ローカル工場は忙しく人気（残業多い）中国ローカル工場は忙しく人気（残業多い）
・・ 輸出工場は残業も少なく、入社応募が少ない輸出工場は残業も少なく、入社応募が少ない
（残業を入れる労務政策要）（残業を入れる労務政策要）

・・ 農村政策の強化で故郷へ戻る人も増えている農村政策の強化で故郷へ戻る人も増えている

（２）海外動向（２）海外動向 ･･････ アジアアジア →→ 在庫調整終了。在庫調整終了。

部分的にＡｉｒ部分的にＡｉｒ‐‐ｃｏｎ、パソコン、ＴＶｃｏｎ、パソコン、ＴＶ 等等 立ち上がる。立ち上がる。
中国内需拡大中国内需拡大
ＵＳＡ・ＥＵＵＳＡ・ＥＵ →→ 大きな変化はない大きな変化はない
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20020099年度年度 為替予算レート為替予算レート

・・ １１ ＵＳ＄ＵＳ＄ =  =  ９０円９０円 ((１００円１００円))

・・ １１ ＨＫ＄ＨＫ＄ =  =  １２円１２円 ((１３円１３円))

・・ １１ Ｓ＄Ｓ＄ =  =  ６０円６０円 ((７２円７２円))

・・ １１ ユーロユーロ == １２０円１２０円 ((１５０円１５０円))

20020088年度レート年度レート
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業績（連結）

2010年3月期 業績見通し

△10.5 %△41350394センサー

△24.0 %△7902,5003,287表 示

△26.4 %△6281,7502,377サ ー ジ

△89.6 %△43050480営業利益

△120

△414

△3.1

△1,910

△3,369

増減

△80.0 %30150当期純利益

△89.2 %50464経常利益

ー0.53.6営業利益率

△26.1 %5,4007,310ノ イ ズ

△25.2 %10,00013,369売上高

増減率
10/3期
（計画）

09/3期

（単位：百万円、％）
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（１）国内受注 ･･･ ① Ｋｅｙ Ｗｏｒｄは「省エネ」
→ “Ｅｃｏ発電” “ＬＥＤ照明”を中心に展開

② 交通関連の表示 → 車両搭載・駅舎・空港等

（２）海外受注 ･･･ ① 中国内需拡大策 → 中国富豪層向機器（ローカルユーザ拡大）
② 中国 Ａｉｒ‐ｃｏｎ省エネ法令化 → インバータ化

（３）雷サージ被害が増加（国内外）
① 電力・通信等業界（半官半民）へ参入

② 表面実装型ＲＨＣＡを前面に出して、拡販

（４）営業体制強化 ･･･ 「地域営業制」→「事業営業制」

① 事業戦略を明確にした戦略営業をめざす

② 「メーカー営業」の意識強化

③ ＷｰＷの一環営業体制をめざす

受注確保に向けて受注確保に向けて受注確保に向けて



33

（１）（１） 中国工場中国工場 ･･････ 「人海生産」→「人海生産」→ 「省人化「省人化（主として機械化）（主として機械化）生産へ」生産へ」

スリランカ工場スリランカ工場 ・・・・・・ コンデンサコンデンサ
「「500500万本万本//月」月」→「→「10001000万本万本//月」月」 →→「「20002000万本万本//月」月」

（２）（２） 部材部材 ・・・・・・ ・・「値上がりした分を戻す」「値上がりした分を戻す」＋＋「技術的部材改善」「技術的部材改善」
を強力に実施を強力に実施

・「部材の２次加工」内製化・「部材の２次加工」内製化 （コスト・納期・棚卸改善）（コスト・納期・棚卸改善）

（３）（３） 技術強化策技術強化策
①① 商品化技術商品化技術 →→ 「長期テーマ」「長期テーマ」とと「短期テーマ」「短期テーマ」に部門を分け、に部門を分け、

専任化専任化

②② 材料開発技術材料開発技術 →→ 部材を技術的に、改革していく（新設）部材を技術的に、改革していく（新設）

③③ 生産技術生産技術 →→ 「「品質つくり品質つくりの生産技術」との生産技術」と
「「工程改善工程改善の生産技術」の生産技術」 に分けて推進に分けて推進

生産技術体制強化生産技術体制強化生産技術体制強化
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２００９年度２００９年度 投資計画

１．増産投資１．増産投資 ･････････・・･･････････・・･ １１０１１０ 百万円百万円

２．省力化投資２．省力化投資 ････・･・・・･････・･・・・･ ８０８０ 百万円百万円

３．品質改善投資３．品質改善投資 ･･・・・・・･･･・・・・・･ ３０３０ 百万円百万円

４．保守・保全投資４．保守・保全投資 ････････････････ ６０６０ 百万円百万円

計 ２８０２８０ 百万円百万円

・・ 開発投資開発投資 ････････････････････････ ３００３００ 百万円百万円
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業績（連結）

2010年3月期 業績見通し

△10.5 %△41350394センサー

△24.0 %△7902,5003,287表 示

△26.4 %△6281,7502,377サ ー ジ

△89.6 %△43050480 営業利益

△120

△414

△3.1

△1,910

△3,369

増減

△80.0 %30150当期純利益

△89.2 %50464経常利益

ー0.53.6営業利益率

△26.1 %5,4007,310ノ イ ズ

△25.2 %10,00013,369売上高

増減率
10/3期
（計画）

09/3期

（単位：百万円、％）
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営業利益営業利益

（１）（１） ４月より、４月より、

連結売上連結売上 ９０９０億円億円//年年 （７．５（７．５億円億円//月月）） ペースでスタートペースでスタート

この状況で営業利益この状況で営業利益±±００（損益分岐点）（損益分岐点）でスタートするでスタートする

（２）（２） 施策施策 ・・・・・・ ①① 部材の値下げ／作業改善（省人化）部材の値下げ／作業改善（省人化）

②② 費用の削減（残業・出張・経費等）費用の削減（残業・出張・経費等）

③③ 設備投資の抑制（工程改善投資は積極的に）設備投資の抑制（工程改善投資は積極的に）

④④ ワークシェアリング的リストラ実施ワークシェアリング的リストラ実施

スタート時強力に実施スタート時強力に実施

業績回復とともに緩和業績回復とともに緩和 戻す戻す
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配配 当当

・・ 中間配当中間配当 ・・・・・・ 「なし」「なし」

・・ 期末配当期末配当 ・・・・・・ 「未定」「未定」

現在、２００９年度の市場動向が予測できない為、現在、２００９年度の市場動向が予測できない為、

期末配当は「未定」とさせていただきます。期末配当は「未定」とさせていただきます。

なお、市場動向が予測でき次第、発表させていただきます。なお、市場動向が予測でき次第、発表させていただきます。
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ご清聴ありがとうございました

今後とも、ご支援のほどよろしくお願いいたします


